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１．はじめに 

 

空港の存在は周辺住民の生活環境、地域の社会

経済活動に多様な影響を与えている。また、空港

整備には公共事業全般に求められている透明性、

客観性の確保や市民等関係者に対する説明責任を

果たすことが求められている。 

それらをうけて、国土交通省航空局では、平成

15年４月に「一般空港における新たな空港整備プ

ロセスのあり方（案）」を策定した。これに基づ

き、空港整備主体と関係地方公共団体が連携し、

一般空港（第２種空港、第３種空港、共用飛行場

等）における滑走路新設、または延長事業に係る

空港整備の「構想段階」と「施設計画段階」それ

ぞれにおいて、パブリック・インボルブメント

（以下、ＰＩ）等を実施することが示されている。

（図－１） 
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図－１ 一般空港等の新たな整備プロセス 

平成14年12月の交通政策審議会航空分科会にお

いて「将来的に需給が逼迫する等の事態が予想さ

れる福岡空港及び那覇空港については、将来にわ

たって国内外航空ネットワークにおける拠点性を

発揮しうるよう、各圏域における今後の航空需要 
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の動向等を勘案しつつ、既存ストックの有効活用

方策、近隣空港との連携方策とともに中長期的な

観点からの新空港、滑走路増設等を含めた抜本的

な空港能力向上方策等について、幅広い合意形成

を図りつつ、国と地域が連携し、総合的な調査を

進める必要がある。」とされた。 

これを受け、福岡空港、那覇空港については、

「構想段階」のＰＩを実施する前の地域要望等の

社会的ニーズへの対応策に関する幅広い調査検討

を行う「調査段階」からＰＩ手法を導入すること

とし、国と地域が連携して幅広い関係者の合意形

成を図りながら総合的な調査を進めている。 

本論文では、空港整備事業としては初となる福

岡空港、那覇空港で進行中の「調査段階」におけ

るＰＩ事例を示しながら、空港整備プロセスの構

築にむけた取組みについて論じるものとする。 

 

２．福岡空港のＰＩの取組み 

（１）福岡空港ＰＩの全体構成 

 福岡空港では将来の需給逼迫の検討として、現

空港でどこまで対応できるのか、将来のために何

が必要なのか、などを幅広く調査し、必要な対応

方策を提示していくこととしている。ＰＩでは、

その内容が広範囲に渡るため市民等に分かりやす

く、また、意見を出しやすいように図－２に示す

４つのステップで課題や解決方法の検討を行うこ

ととし、現在、ステップ２までが終了している。 

ステップ １ 課題と実現すべき政策的目標
●福岡空港の現状と課題、空港利用者の視点に立った航空サー

ビスの評価基準、現在の空港能力についての検討。（平成17年終了）

ステップ ２ 対応方策を検討するための前提条件
●地域の将来像と福岡空港の役割、航空需要予測について検討。

（平成18年終了）

ステップ ３ 評価の視点と検討すべき対応案
●検討すべき対応案と対応案を評価する視点を検討。

ステップ ４ 対応案の比較評価と方向性（案）
●評価の視点に基づく対応案の比較評価と方向性（案）を作成。

 

図－２ 福岡空港ＰＩの流れ 

 



（２）ＰＩの実施体制 

 福岡空港ＰＩの実施体制は、国と福岡県･福岡市

が分担しながら調査を行い、福岡空港調査連絡調

整会議が情報提供を行う。また、ＰＩプロセスの

透明性、客観性および公平性を確保するため、第

三者機関を設置し、監視や助言を受けている。 
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図－３ 福岡空港ＰＩの実施体制 

 

（３）ＰＩでの情報提供 

 ＰＩ手法は、周知広報、情報提供、意見収集に

分類できる。周知広報については、新聞広告やラ

ジオ広告などの大手メディアを網羅的に活用し、

情報提供はＰＩレポートの配布等とした。意見収

集は説明会だけでなく、少人数の懇談会やグルー

プヒアリングなどで積極的に意見収集を行ってい

る。また、ホームページを開設し過去のＰＩレポ

ートやＰＩで寄せられた意見をＰＩ実施期間終了

後も含め、常時閲覧できるようにしている。 

 表－１に示す様にＰＩではそれぞれのターゲッ

トごとに適切な複数の媒体を用いて情報提供を行

うよう努めている。 

表－１ ＰＩ手法と実施内容 

ＰＩステップ１ ＰＩステップ２
新聞広告 ６回 ５回
ラジオ広告 78回 40回
チラシ配布 約65,000部 約60,000部
ポスター配布 約1,100部 約1,100部
行政だより配布 約270万部 約332万部
ﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布 約520万部 約520万部
ＰＩレポート 約５万部 約６万部
見学会 ５回（152人） ４回（122人）
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ － １回（370人）
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ ３ヶ所（4,828人） ３ヶ所（6,935人）

説明会 ５回（235人） ５回（243人）
懇談会 13回（227人） 12回（175人）
ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ ５ヶ所（1,629人） ７ヶ所（1,925人）
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾋｱﾘﾝｸﾞ － ４回（48人）
その他説明会 ４回（150人） 11回（343人）
※ （　）内は参加人数

手法
周知
広報

情報
提供
意見
収集

 

（４）ＰＩでの主な意見 

①ステップ１での主な意見 

 今回のＰＩでは、ホームページやＰＩレポート、

説明会などの活動を通じて配布した意見記入用紙

により1,369人の方から3,011件のご意見をいただ

いた。空港整備プロセスの新たな取組みというこ

ともあり、最も多かったのはＰＩ手法やその実施

に関する意見であった。また、現在の福岡空港の

現状と課題についても多くの意見が寄せられた。 

 一方、ステップ２以降の内容となる需要予測や

将来対応方策などの意見も多くみられた。 

②ステップ２での主な意見 

 ステップ２では、3,888件のご意見をいただいた。

このステップの議題であった空港の役割や需要予

測に関する意見が多くみられた。また、ステップ

１同様にステップ３以降で議題となる将来対応方

策についての意見もみられた。 

③主な意見への対応 

 ＰＩでの意見を集約した後、意見に対するＰＩ

実施主体の考え方ととりまとめ、パブリック･コメ

ントを実施した。 

 

（５）ＰＩでの課題 

 今回のＰＩでは、第三者機関による監督・助言

が位置づけられている。その助言等からこれまで

のＰＩの課題について整理する。 

①市民等の積極的な参加 

 空港整備プロセスの新たな取組みとしてＰＩ手

法を導入したが、まだ、市民等にＰＩが十分に浸

透しているとは言えない状況である。引続きＰＩ

について周知広報などを継続的に行っていくと共

に、より市民に興味を持ってもらうような工夫が

必要である。 

②ＰＩレポートの分かりやすさ 

 ＰＩレポートの分かりやすさについては、図－

４の様な結果が得られた。「分かりやすかった」

「普通」と答えた人が全体の８割以上であるもの

の、検討内容が専門的になるステップ２でその割

合が下がっている。今後も専門的な知識が求めら

れる内容についても理解を高めるための工夫や必

要に応じた丁寧な説明等が必要である。 
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図－４ ＰＩレポートの分かりやすさ 

③市民等との積極的な意見交換 

 懇談会やグループヒアリングなど少人数での意



見交換の取組みも行っているが、その際には参加

者層に応じた情報提供と一方的な説明の場となら

ない様、意見交換の促進に努めることが必要であ

る。 

 

（６）今後の進め方 

 福岡空港のＰＩでは、引続きステップ３、４と

進み市民等の関心が高い将来対応方策の提示およ

び評価となっているため、これまでの課題を踏ま

え、またより広範囲な意見に適切に対応しながら

ステップを進めていく必要がある。 

 

３．那覇空港のＰＩの取組み 

（１）那覇空港ＰＩの全体構成 

 那覇空港では年々旅客数が増加し、ピーク時に

希望便の予約がとれないなどの状況が生じており、

那覇空港の拡充整備が重要な課題となってきてい

る。 

那覇空港の総合的な調査のＰＩでは、調査の進

み具合に合わせて、効率的で効果的な情報提供を

行うため図－５に示す３つのステップで課題や解

決方法の検討を行ってきており現在、ステップ２

まで終了している。 

ステップ １
●現在の那覇空港には、どんな課題があるの？
●那覇空港はどんな役割を担っているの？
●効果と影響はどうなの？
●那覇空港のあるべき姿って、なに？
などについて、検討しました。

（平成17年終了）

ステップ ２ ●今後、どのくらい旅客数＝需要があるの？
●今の空港で（機能・規模など）十分なの？
などについて、検討しました。（平成18年終了）

ステップ ３
●将来に向け、那覇空港をより良くするためには、どういった方法、

解決策が考えられるの？
●それぞれの対応方策における欠点や利点は？
●対応方策を実施しないとどうなるの？
環境、工事費用、対策が実施された場合の効果など、各対応方策
について、 様々な視点で可能性を検討します。  

図－５ 那覇空港ＰＩの流れ 

（２）ＰＩの実施体制 

 那覇空港ＰＩの実施体制も福岡空港と同様に、

国と沖縄県が調査を実施ＰＩし、実施主体である

那覇空港調査連絡調整会議が情報提供を、第三者

機関が監視や助言を各々行っている。 

調査
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図－６ 那覇空港ＰＩの実施体制 

 

（３）ＰＩでの情報提供 

 福岡空港と同様、ＰＩ手法は周知広報、情報提

供、意見収集から構成される。周知広報では、新

聞への記事掲載やラジオ放送、テレビ放送などを

実施するとともに、認知度を上げるためにＰＩ開

会式も行った。情報提供、意見収集については、

市民等に分かりやすく説明するためＰＩレポート

の作成･配布の他、ＤＶＤを作成し、県庁のロビー

や説明会の会場等において放映した。 

表－２ ＰＩ手法と実施内容 

ＰＩステップ１ ＰＩステップ２
新聞記事掲載 ３誌・７回 ２誌・２回
ラジオ放送 1日（2.5時間） 40回
テレビ放送 ３回（計45分） 40回（ＣＭ）
ポスター配布 約1,300部 約1,000部
行政だより配布 ５誌・６回 16誌・16回
ＰＩ開会式 １回 １回
ＰＩレポート(概要版) 26,462部 21,473部
ＰＩレポート 5,500部 5,710部
説明会 ６ヶ所・７回 ４ヶ所・５回
パネル展示 ４ヶ所 ３ヶ所
ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ ６ヶ所 ６ヶ所
懇談会 ３ヶ所・３回
見学会 １回 １回
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ － １回
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（４）ＰＩでの主な意見 

①ステップ１での主な意見 

 情報提供･意見収集を行いステップ１で寄せられ

た意見はアンケート回答者998名の内、499名から

いただいた697件であった。最も多くの意見をいた

だいたのは空港の現状と課題に関するもので全体

の約45％であった。特に旅客ターミナルについて

の意見が多く、現在の施設に課題があることが浮

き彫りになっている。また、ステップ２以降の検

討事項である需要予測や空港能力の見極め、滑走

路増設に関する意見等もいただいた。 

②ステップ２での主な意見 

 ステップ２では、ステップ１よりも大幅にご意

見をいただき982人から総数2,404件となった。主

な意見はステップ２の検討事項である需要予測と

空港能力に関するものであった。一方、ステップ

１の検討事項であった空港の現状･課題等について

も引続き多くの意見をいただいた。 

 

（５）ＰＩでの課題 

 那覇空港のＰＩでも、福岡空港と同様に第三者

機関による監督・助言が位置づけられている。そ

の助言等からこれまでのＰＩの課題について整理

する。 

①ＰＩの周知広報 

 周知広報はＰＩの目的や対象者を考慮し、コン



テンツやメディアを十分に分析し、より効率的な

活動が必要である。また、計画が具体化してから

新たな意見が出ることも多いことから、ステップ

の早い段階から十分な周知広報が必要である。 

②ＰＩレポートの分かりやすさ 

 ＰＩレポートの分かりやすさについては、図－

７の様な結果が得られた。検討事項が専門的にな

る程「理解できた」の割合が低くなっている。第

三者機関からも内容を充実し分かりやすくすべき

との助言をいただいている。今後、内容を簡素化

しつつできるだけ質を落とさない工夫が必要であ

る。 
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図－７ ＰＩ検討事項の理解度 

 

（６）今後の進め方 

 引続きステップ３では、市民等の関心が高い将

来対応方策の提示および評価となっており、これ

までの課題を踏まえつつステップを進めていく必

要がある。また、ステップ３で調査段階のＰＩが

終了することから、今後の構想段階のＰＩへ向け

た検討等が必要となってくる。 

 

４．新たな空港整備プロセスの構築へ向けて 

 今回の福岡空港、那覇空港のＰＩは、新たな空

港整備プロセス構築へ向けた先進の事例であり、

多くの試行錯誤を行いながら実施している。ここ

では、これまでのＰＩ実施の結果や課題等から新

たな整備プロセス構築へ向けた知見を整理する。 

①ＰＩの周知広報 

 今回のＰＩを通して、ＰＩという新たな取組み

手法が市民などの関係者に十分に認知されていな

い事が分かった。特にＰＩ実施の目的･意義が十分

に理解されていない部分も見受けられた。 

 このため、空港整備だけではなく公共事業の実

施によるＰＩの取組みについて更に周知広報し、

意義を理解してもらう事が重要と考えられる。 

 ＰＩの実施により行政と市民等が双方向にコミ

ュニケーションを行う関係になるといったＰＩの

趣旨を十分に理解してもらう取組みが重要である。 

②説明の分かりやすさ 

 空港計画のＰＩでは、国、地方公共団体、近隣

住民、利用者、更には航空会社、ターミナル会社

など立場の異なる複数の関係者がおり、ＰＩ対象

も幅広い。今回のＰＩでも対象者に合わせた情報

提供として説明会や懇談会などを行ってきた。し

かしながら、幅広い内容を網羅しているため専門

的な分野になるほど市民等の理解を得にくくなる

といった傾向も示されている。 

専門的な内容をＰＩの対象者に合わせ分かりや

すく情報提供するために、情報を取捨選択しなが

ら、説明のシナリオ等の工夫が必要である。また、

引続き対象者別の懇談会等を実施するなど、ＰＩ

の説明の分かりやすさについては更なる工夫が必

要である。 

 また、ステップが進行した後（具体的な施策が

示された後など）に初めて関心を持つ関係者も多

くいることから、それらの対象者にとっても今ま

での経緯を含めた分かりやすい情報提供が必要で

ある。 

③各段階でのＰＩの役割 

 ＰＩの目標達成はＰＩ対象者の意見がある程度

集約され、空港整備主体が計画案の確定について

適切に判断できる状態に到達することである。 

 今回のＰＩは「調査段階」ではあるが、調査段

階での複数の施策の比較を十分に行うことにより、

今後の「構想段階」や「施設計画段階」で対応案

が示される際に、その案に到った経緯を分かりや

すく示すことが出来る。 

 今回紹介した２つの空港の「調査段階」ＰＩで

得られた知見を今後実施される「調査段階」のＰ

Ｉに活かしていくことはもとより、さらに、これ

らを通じて得られた空港整備のＰＩの知見につい

てとりまとめ、「構想段階」からのＰＩについて

規定している「一般空港の整備計画に関するパブ

リック・インボルブメント・ガイドライン

（案）」を補完する参考資料として活用していく

ことも重要である。 
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